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1-1. 付属品

・製品本体
・ACアダプタ
・製品取付版(壁やスタンド設置時にご使用いただけます。)
・取付ネジ×4本
・他付属品
・顔認証型AIサーマルカメラ「取扱説明書」と「ユーザー情報登録」のご案内

1-2. 取扱説明書及びマニュアル

①本紙をＰＤＦデータでご覧になる場合は、
以下ファイルをダウンロードしてください。

「顔認証型AIサーマルカメラ 操作マニュアル（基本編）」

②本紙よりも詳細な資料をご覧になりたい場合は以下となります。

「顔認証型AIサーマルカメラ 取扱説明書」

取扱説明書及びマニュアルは、弊社ホームページでダウンロードいただけます。
https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/

1-3. 無料配信ソフト

顔認証型AIサーマルカメラのログ情報や各種イベントアラート情報等の
設定や操作、録画等を行われる場合には以下のソフトが必要となります。

・SADPツール（カメラIPアドレス設定ソフト）

・iVMS-4200（カメラビューワーソフト）
・Multi Lingual Package（iVMS-4200用日本語変換ソフト）

上記のソフトもマニュアル同様、
弊社のホームページでダウンロードいただけます。
https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/
https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/


2-1. 接続
①製品本体とACアダプタを接続し、ACアダプタをコンセントに接続します。
②しばらくすると本体電源が立ち上がります。
注意）本体に電源ボタンはありません。コンセントに接続すると自動で起動します。

③電源が立ち上がったら、以下の画面が表示されますので、
任意のパスワードを入力してください。

パスワードルール：
大文字英字、小文字英字、数字、特殊文字の2種類以上を含む8 文字以上を使用し
たパスワードにしてください。

※一度設定したパスワードは変更できません。
後述の2-2「データ」より、“工場出荷状態”に戻すを選択すると、
再設定が可能ですが、その他の設定済み内容もリセットされます。

④Activate を押します。
⑤次に以下の画面が出てきたら使用する環境を選定します。

Indoor （屋内） か Others（その他）
のどちらか、仕様場所にあわせて、ご選択
ください。

ユーザーは admin のまま

パスワード入力

パスワード確認用の入力

【デバイス本体の操作方法】

※キーボードで大文字は左下の に
チェックを入れると大文字に変換されます。



2-1. 接続（続き）

⑥最初のページで画面中央を3秒間「ロングタップ」（指で長押し）すると、パスワー
ド入力画面が表示されます。

⑦パスワードフィールドをタップして、③で入力したパスワードを入力します。

⑧「OK」をタップすると以下の「メイン操作ページ」が開きます。

2-２. メイン操作ページの説明
以下画面に表示されている各メニューのアイコンをタップすることで、
各設定画面に推移します。（3－1以降の説明参照）

「ユーザー」
セキュリティ許可者のユーザー情報の登
録、任意のID、名前、顔画像、端末管理者
としての権限等の設定・登録を行う。

「通信」
ネットワークパラメータ、RS-485パラ
メータ、Wiegandパラメータの設定。

「ACS」
顔認証・カード・パスワード何で認証する
かの選択。

［システム」
音量や、顔認証レベルの詳細設定を行う。

「データ」
ユーザーデータ削除や初期化等。

「ログ検索」 顔認証や検温したログ情報の検索が可能。
「日付時刻」 日時日付の設定。
「転送」 ログ情報やユーザー情報のエクスポート・インポート。
「勤怠」 勤怠モードの設定。
「温度設定」 サーモグラフィによる温度測定モードの設定。
「情報」 デバイスや容量の情報。



3-1. 「ユーザー」 の詳細設定
端末で顔認証するためのユーザー情報の登録を行います。
まず、「メイン操作ページ」の左上の「ユーザー」アイコンをタップしてください。
以下の画面が開きます。

＋をタップ

社員番号等のIDを登録

名前（ローマ字）登録

タップして顔撮影

端末管理者設定

※端末管理者設定を行うと、メイン操作ページに
入る際のパスワード入力が不要になります。
（画面ロングタップし、管理者の顔を映すだけで
ロックが解除されます。）

✓をタップで
登録完了

3-２. 「ACS」 の詳細設定
「メイン操作ページ」の「ACS」の
アイコンをタップし、
以下の画像のように各項目の設定
を行ってください。

3-３. 「日付時刻」 の詳細設定
「メイン操作ページ」の「日付時刻」の
アイコンをタップし、時刻を確認し、
設定してください。

登録済みユーザーの変更を行う場
合は右端の➣をタップします。

①

②

⑥

③

④

⑤



3-4. 「システム」 の詳細設定 →音量の設定
「メイン操作ページ」の「システム」のアイコンをタップしてください。以下の
画面が開きます。
以下の画像のように各項目設定を行ってください。

音声音量をタップ

・音量を数値で入力。
（最小〇～最大〇）

・OKをタップで登録完了

マスク検知の
有効設定

８７

６０

４５

マスク未着用
の警告

3-５. 「システム」 の詳細設定
→顔認証の設定
「メイン操作ページ」の「システム」アイコンをタップして
ください。右の画面が開きます。
右画像のように各項目を設定をしてください。

①顔認証閾値（１：N)
「８７」で設定をしてください。
②顔認証閾値（１：１）
「60」で設定をしてください。
③認証間隔
最小１～最大10
数値が小さい程顔認証間隔が短く、スピーディーな認証が可能です。
④ライブセキュリティレベル
通常、高、最高 の3種類を選べます。 「通常」での仕様でご使用ください。
⑤WDRレベル
最小0～最大7まで設定が可能です。
数値を大きくするほど光の差し込みによる逆光の補正をかけられます。
⑥瞳孔間距離
最小1～最大10
数値が大きいほどより近い距離で顔を認証しやすくなります。
⑦マスク着用検知有効
「有効」にすると、顔認証をした際に「マスク着用アラート」を鳴らします。
⑧（マスク着用＆非着用）１：N閾値
「45」で設定をしてください。
⑨マスク着用必須
有効にした場合、マスク未着用の際に「マスクを着けてください」という
音声が流れ、画面が黄色く表示されます。
⑩マスク未着用警告
有効にした場合、マスク未着用の際に画面上に
「マスクを着用してください」という表示がされます。
⑪ECOモード
「有効」にすることで、デバイス自体がIR カメラを使用して、
暗い環境でも顔を認証しやすくなります。

①

②

外すと、音声が
OFFになります。

①

②

⑤

④

⑦

⑥

③

⑧

⑨

⑩

⑪



４-１.温度測定の設定
温度設定についての設定を行います。

「表面温度測定のみ」をONにすると、
顔認証モードは解除され、表面温度測定のみを
行うモードになります。

※「表面温度測定のみ」モード
測定データを事前に登録したユーザーの顔認証データ
と紐づけないで、不特定多数の方の温度計測で使用す
るのに最適なモードです。

※「顔認証」モード（表面温度測定のみをOFF）
測定データを事前に登録したユーザーの顔認証データ
と紐づけて登録済の写真・ユーザー名が同時に表示さ
れます。
(未登録ユーザーは写真が温度のみの表示です。)

温度測定
をタップ

以下画像のように各項目設定を行ってください。

「温度アラームの閾値(最高)」を設定します。
※閾値の温度以上の温度が測定された場合に、「表面
温度異常」の警告が鳴ります。

温度検出有効をONにします。



① 製品本体で5～10回測温して平均値を算出してください（例：36.7℃）

② 校正が取れている体温計で同様に検温して平均値を算出（例：36.4℃）

③ ①と②の測定温度差を算出してください（この場合は-0.3℃）

④ 温度設定のメニュー内の「温度補正」(下図)にて③の温度差（この場合は-0.3℃）
を入力して保存してください

⑤ これで設定完了です。

※測定精度を高めてご利用になりたい場合は、この作業を適時実施頂き、本製品で測定
した温度データと温度計測データの補正をして、本製品をご使用頂くことを推奨いたし
ます。

〇測定精度の向上の設定の方法について(誤差±0.3℃の設定方法）



5-1. ログの抽出（製品本体で測定履歴を検索できます）

①ログ検索を押します。

②抽出したい時間を選択

③虫眼鏡を押す。
虫眼鏡をタップ

④測定時間と温度の履歴が表示さ
れます。

⑤履歴の行をタップすると、測定時
のキャプチャ画像が表示されます。

⑥製品にユーザー登録されており、
顔認証モードでご使用している場
合は、
測定者の名前も表示されます。

※温度測定のみのモードの場合や
未登録の方は、
名前にユーザー名は表示されませ
ん。

※カスタム：開始、終了時間を指定して検索できます。

③



Employee IDCard No. QR code URLName Time Card Reader No.Event Type checkinOrout temperatureInfoOvertemperatureWith Mask health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.7 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:50 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:51 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.4 normal reserve wihout health code
' ' 2020/6/24 17:51 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:51 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 35.9 normal with mask wihout health code
' ' 2020/6/24 17:51 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 35.7 normal with mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:53 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:53 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:53 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:53 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'5030 ' kirin 2020/6/24 17:54 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 35.7 normal without mask wihout health code
'5030 ' kirin 2020/6/24 17:54 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 35.7 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:54 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.3 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:54 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:54 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:54 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.6 normal with mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:56 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:56 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal with mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:56 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'5030 ' kirin 2020/6/24 17:56 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.1 normal with mask wihout health code
'5030 ' kirin 2020/6/24 17:56 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 35.9 normal with mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:56 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:58 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal with mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:58 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal with mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:59 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.4 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:59 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.4 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:59 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:59 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code
'4971 ' kurosawa 2020/6/24 17:59 1 MINOR_TEMPERATURE_CHEAK no checkinOrout data 36.5 normal without mask wihout health code

5-2. ログの抽出（CSV出力）

①本体下のUSBポートにUSBメモリを差します。
※ご使用前に必ずUSBメモリのフォーマット(FAT32推奨)
を実施してください。
セキュリティ機能付きのUSBメモリは使用不可となります。

②メインメニューの「転送」を押します。
③「イベント」を押します。
④「はい」を押します。

⑤USBメモリ内に以下のようなCSVデータが出力されます。
ユーザー登録のある人はNameに情報が入ります。未登録者は空白となります。
Time：検知日時 temperature：測定温度 With Mask：マスク着用有無

※「転送」メニューからは、ログ情報以外にも、登録ユーザー情報やがそれぞれ
USBメモリへ転送・保存可能です。

①

③

④

③



6-1. 勤怠の登録
「メイン操作ページ」の「勤怠」アイコンをタップしてください。
以下の画面が開きます。

①勤怠モードをタップ
②勤怠モードを選択します。
※禁止を選択した場合勤怠モードはOffとなります。 ✓をタップで

登録完了

6-2. 勤怠の登録（手動）

①手動を選んだ場合
顔を認証した後、下記画面が表示されます。

②当てはまる項目をタップし、勤怠を登録いただけます。

※勤怠モード時でも
温度測定が可能です。

※各モードの説明は6-2、6-3を
ご覧ください。

①

③

②



6-3. 勤怠の登録（自動、自動＆手動）

①自動、自動＆手動を選んだ場合

②各項目の時間をタップして選択が可能となります。

粗い
差し替え



【ビューアーソフト“iVMS-4200”をご利用いただくことで
更にカスタマイズしてご使用していただけます】

②iVMS-4200をインストールします。

7-1. iVMS-4200 の設定方法

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/

①(1-3.無料配信ソフト)より、iVMS-4200をダウンロードします。
その後、日本語変換ソフトをダウンロードします。

※iVMS-4200はパソコン用ネットワークカメラビューワーソフトです。
ここからの説明の前提として、製品本体とパソコンがLANケーブルで繋がっている必要がございます。
LANケーブルは製品裏側の蓋を開けるとLANポートが1つございます。

名前の部分をダブルクリックするとインストールが開始します。

ライセンス契約を確認し、チェックを
入れ、「Next」ボタンを押します。

https://www.irisohyama.co.jp/b2b/iot/manual/


7-1. iVMS-4200 の設定方法

（続き）②iVMS-4200をインストールします。

インストールボタンを押します

各項目のインストールが行われます。（処
理に数分かかる場合があります。）

Finishボタンを押してインストール完了で
す。



7-1. iVMS-4200 の設定方法
③ivms-4200インストール完了後に日本語変換ソフトをダウンロードします。

名前の部分をダブルクリックするとインストールが開始します。

日本語のボックスにチェックします。

ライセンス契約を確認し、チェッ
クを入れ、Install Nowボタン
を押します。

Start Nowボタンを押してインストール
完了です。

①はじめにすべての選択を解除

②

③、④

④

③



7-1. iVMS-4200 の設定方法
④ iVMS-4200にログインします。

マルチリンガルパッケージで設定変更完
了後、デスクトップにあるショートカット
アイコンをダブルクリックして、ソフトを
立ち上げます。

(ショートカットアイコン)

①言語選択タブより日本語を選択します。

③ユーザー名・パスワードを初期設定します。
※カメラと同じユーザー名、パスワードに
設定される事を推奨します。

②注釈に沿って、パスワードを入力してください。

④ログインを押します。

⑤パスワードを忘れた際の質問と回答を設定します。
※同じ質問は選択できません。

⑥ログインを押します。

②

①

③

④

⑤

⑥



<ＰＣ側の設定ー１>

7-1. iVMS-4200 の設定方法

⑤デバイスとＰＣをＬＡＮケーブルで接続し、ネットワークパラメータを変更しま
す。（ＩＰアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを入力し、同一のネットワーク環
境にします。）

PC画面左下ウィンドウズマークをク
リックし、⚙（設定）をクリックすると

以下のような画面が表示されます。

ネットワークと共有センターを選択します。

ネットワークとインターネットを選択します。



<ＰＣ側の設定ー２>

7-1. iVMS-4200 の設定方法

⑤デバイスとＰＣをＬＡＮケーブルで接続し、ネットワークパラメータを変更しま
す。（ＩＰアドレス、サブネットマスク、ゲートウエイを入力し、同一のネットワーク環
境にします。）

アダプターの設定の変更を選択します。

イーサネットを右クリックし、表
示されたメニューからプロパ
ティを選択します。

インターネットプロトコルバージョ
ン４（TCP/IPv4）クリックし、プロ
パティを選択します。



<ＰＣ側の設定ー３>

7-1. iVMS-4200 の設定方法

⑤デバイスとＰＣをＬＡＮケーブルで接続し、ネットワークパラメータを変更しま
す。（ＩＰアドレス、サブネットマスク、ゲートウエイを入力し、同一のネットワーク環
境にします。）

2～２５５の間で
任意の数値
（デバイスと重複
しないこと）

※イーサネットからインターネットに接続する場合のネットワーク環境設定はお客様
のご使用環境により異なります。貴社システムご担当者へご相談ください。



<デバイス側の設定>
管理画面の“通信”から入力します。

7-1. iVMS-4200 の設定方法

(デバイスのデフォルト設定は以
下の数値)
IPアドレス:
192.0.0.64

サブネットマスク: 
255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ:
192.0.0.1

※数値の部分をタップすると、
それぞれ、任意の数値に編集す
ることもできます。



7-1. iVMS-4200 の設定方法

⑥iVMS-4200にデバイスを追加します。
左側上部アイコンをおして、下図ホーム画面へ移行します。

⑦デバイスマネージャーより、デバイスを選択します。

⑧オンラインデバイスを押すと、下部にＬ
ＡＮでつながっているデバイス情報が表
示されます。

⑥

⑦

⑧



7-1. iVMS-4200 の設定方法

⑨ボックスにチェック入れて、追加を押します。

任意の名称を入力し、ユーザー名は“admin”、
パスワードは“デバイス起動時に設定したパスワード”を入力します。
“時刻を同期”と“グループにインポート”に必ずチェックを入れてください。

⑩追加したデバイスは下図のように表示されます。
追加後、“イベントのリソース“項目がオンラインになれば追加成功です。

⑨



8-1. iVMS-4200を使用したユーザー情報のiVMS上での
登録方法（1名ずつ登録）

① メニュー画面よりユーザーを選択します。

①ユーザー

② 下記画面内、追加を選択します。

②追加

③ 必要情報を入力し、
写真をアップロードします。
※JPG、JPEG形式200KB未満

④ 追加を選択し、ユーザーの追加は
完了です。

①

②

ここは変更しないでください。

③

④



8-2. iVMS-4200を使用したユーザー情報の一括登録方法

画像ファイルのルール：合計1.8MB未満、保存方式：ZIPファ
イル、画像１つ当り200KB未満のJPG画像

画像ファイル名称ルール：先にインポートしたユーザー情報
の番号＿氏名（漢字入力対応）





8-３. 登録したユーザー情報のデバイスへの登録

任意の名称を付けます。

ユーザーを選択します。

適用するデバイスを選択
します。



ルール:

1.アスタリスク付きの項目は必須です。

2.性別 1:男 2:女

3.日付フォーマット：:YYYY/MM/DD

4.カード番号はセミコロンで区切ってく

ださい。

5.カード番号が0で始まる場合、0の前に

‘を加えて下さい。例: ‘012345。

6.組織階層は/で区切ってください。

7.部屋Noフォーマット:部屋1を例にとる

と、部屋Noは1または1-1-1-1（プロジェ

クト-建物-ユニット-部屋No）です。

*ユーザーID *組織 *ユーザー名 *性別 電話 メールア

ドレス

有効時間 有効期限 カードNo 部屋No フロアNo

3998 ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ wakiyama hiroshi 1

8-4. ユーザー情報の一括登録のインポートファイルテンプレート

数字のみ 漢字可



９-１. 温度異常アラートのメール通知方法について





１０-１. アクセスモニタを利用したモニタリング

①メニュー画面を開き、“アクセスモニタ”を選択します。

個人登録写真 撮影写真

②デバイスへのアクセス状況をリアルタイムでモニタリングできます。
※顔認証モードと表面温度測定のみモードではモニタリング内容が異なります。

【顔認証モードのアクセスモニタ】

①



【表面温度測定のみモードのアクセスモニタ】

②デバイスアクセス状況をリアルタイムでモニタリングできます。
※顔認証モードと表面温度測定のみモードではモニタリング内容が異なります。

※写真を表示する場合はピクチャーストレージをチェックします
（システムーストレージスケジュール→カメラーデバイスのカメラ選択→ピクチャーストレージをチェック→保存）



１１-１. システムイベントを利用したアクセス状況確認

①メニュー画面を開き、システムイベントを選択します。

②リアルタイムイベントより、デバイスへのアクセス状況をリアルタイムで
モニタリングできます。（異常温度のイベントもこちらで確認できます）
※顔認証モードと表面温度測定のみモードではモニタリング内容が異なります。

【顔認証モードのリアルタイムイベント】

撮影写真

①



【表面温度測定のみモードのリアルタイムイベント】

※システムイベントは過去のイベントを検索するイベント検索機能があります。

日付、時間、デバイスを
選択して検索します。

ログのエクスポート
が可能です。



②メニュー画面を開き、勤怠管理を選択します。

１２-1. 勤怠の出力（CSV)

①iVMS-4200にログインします。

勤怠管理



１２-1. 勤怠の出力（CSV)

③ 左欄 出勤統計→出勤履歴を選択します。

出勤履歴

④ 抽出したい期間の開始時刻と終了時刻を指定し、検索をします。



１２-1. 勤怠の出力（CSV)

⑤ 履歴が表示された後、レポートを選択します。

抽出したいもの
にチェックを入
れます。

⑥ CSV形式で出勤データが出力されます。

⑤



１２-1. 勤怠の出力（CSV)

⑦ 画面左上のエクセル選択アイコンを押し、データを保存します。

エクセルマーク

⑧ 保存したデータを開くと下記のようにエクセルにて表示されます。


